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六
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
一
億
二
千
三
百
二
十
一

万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
四
十
九
億

四
千
二
十
一
万
四
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と

な
っ
た
主
な
歳
出
補
正
予
算
の
内
訳
は
次
の
と

お
り
。

▼
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
関
連
費
九
千
三

百
四
万
四
千
円
▼
市
町
村
合
併
検
討
関
係
費
百

四
万
八
千
円
▼
自
治
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
助
成
事
業
二
百
四
十
四
万
四
千
円
▼
農

村
公
園
法
面
工
事
費
百
四
十
五
万
六
千
円
▼
林

道
沼
線
橋
補
修
工
事
費
六
百
三
十
万
円
▼
高
瀬

小
配
管
改
修
費
四
百
八
十
万
円

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

蔵
・
法
内
地
区
処
理
施
設
建
設
事
業
の
継
続

費
を
設
定
し
た
も
の
。
平
成
十
四
年
度
一
億
九

千
九
百
万
円
、
平
成
十
五
年
二
億
三
百
万
円
、

総
額
四
億
二
百
万
円
。

老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
二

百
四
十
五
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

八
億
千
三
百
四
十
五
万
七
千
円
と
し
た
も
の
。

歳
出
追
加
の
内
訳
は
前
年
度
医
療
費
に
か
か
る

補
助
金
等
の
精
算
に
よ
る
返
還
金
。

東
光
苑
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
十
四
年
度
東
由
利
町
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
東
光
苑
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
百
二
万
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
二
億
九
千
二
百
九
十
五
万
円
と
し
た
も
の
。

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

介
護
納
付
金
課
税
被
保
険
者
に
か
か
る
納
付

金
課
税
分
に
つ
い
て
、
所
得
割
額
の
税
率
を
一

�
か
ら
〇
・
八
�
に
、
均
等
割
額
を
一
万
円
か

ら
七
千
円
に
引
き
下
げ
、
七
割
、
五
割
、
二
割

軽
減
世
帯
の
均
等
割
軽
減
額
に
つ
い
て
七
千
円

を
四
千
九
百
円
に
、
五
千
円
を
三
千
五
百
円
に
、

二
千
円
を
千
四
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
も
の
。

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
の
一
部
改
正

和
室
の
エ
ア
コ
ン
使
用
料
に
つ
い
て
半
日
二

百
円
を
部
屋
使
用
料
金
に
加
算
す
る
と
し
た
も

の
。

財
産
（
役
場
新
庁
舎
事
務
用
備
品
）
の
取
得

▼
契
約
金
額
・
二
千
二
十
六
万
五
千
円
／
㈱
カ

ネ
ヒ
コ
（
秋
田
市
）

役
場
新
庁
舎

外
構
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
六
千
三
百
万
円
／
㈱
大
沼
組

（
東
由
利
町
）

役
場
新
庁
舎

車
庫
建
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
六
千
九
十
万
円
／
前
田
建
設
工

業
㈱
東
北
支
店
（
仙
台
市
）
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町
議
会
六
月
定
例
会
が
六
月
四
日
に
招
集
さ
れ
、
六
日
ま
で
の
三
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
役
場
新
庁
舎
車
庫

や
外
構
の
工
事
請
負
契
約
締
結
案
な
ど
十
一
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
た
ほ
か
、
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
報
告
一
件
、
専
決
処
分
一

件
を
承
認
し
ま
し
た
。

議
会
六
月
定
例
会

役
場
新
庁
舎

車
庫
・
外
構
の
契
約
を
議
決

■
戸
籍
の
電
算
化

戸
籍
電
算
化
事
業
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
、

五
月
中
旬
に
は
現
在
の
戸
籍
全
部
に
つ
い
て
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
写
真
撮
影
が
行
わ
れ

た
。
新
庁
舎
で
の
仕
事
始
め
に
は
戸
籍
が
パ
ソ

コ
ン
の
入
力
に
よ
っ
て
即
座
に
出
力
さ
れ
る
。

■
住
民
基
本
台
帳
関
係
の
証
明
用
紙
お
よ
び

電
子
公
印

七
月
一
日
よ
り
町
民
福
祉
課
窓
口
証
明
の
用

紙
が
、
改
ざ
ん
防
止
用
の
用
紙
に
な
り
、
公
印

も
電
子
公
印
に
変
わ
る
。
諸
証
明
の
不
正
発
行

を
防
止
す
る
と
同
時
に
、
短
時
間
で
事
務
処
理

で
き
る
た
め
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
な
る
。

■
五
月
二
十
五
日
の
火
災
状
況

五
月
二
十
五
日
午
後
六
時
十
分
こ
ろ
葎
沢
佐

藤
徳
一
郎
さ
ん
宅
で
火
災
発
生
。
家
屋
、
牛
舎
、

資
材
小
屋
が
全
焼
。
隣
家
へ
の
延
焼
と
け
が
人

は
無
し
。

■
故
梅
津
二
三
雄
氏
に
叙
位

平
成
十
三
年
三
月
二
十
六
日
に
逝
去
し
た
元

議
会
副
議
長
で
町
功
労
者
の
梅
津
二
三
雄
氏
が

同
日
付
け
で
従
六
位
に
叙
さ
れ
た
。

■
平
成
十
三
年
度
納
税
実
績

一
般
税（
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

税
）の
納
入
率
は
九
八
・
〇
九
�
、滞
納
税
額
五

百
三
万
円
。
国
民
健
康
保
険
税
の
納
入
率
九

五
・
八
一
�
、滞
納
税
額
六
百
七
十
七
万
三
千
円
。

■
地
籍
調
査

今
年
度
の
地
籍
調
査
は
、
老
方
・
法
内
地
区

の
内
、
二
十
四
字
、
面
積
五
・
八
五
平
方
�
�

を
実
施
。
現
在
千
四
百
六
十
二
筆
の
一
筆
調
査

を
実
施
。

■
ぷ
れ
っ
そ
内
Ａ
コ
ー
プ
の
経
営
移
管

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ぷ
れ
っ
そ
」
内

の
「
Ａ
コ
ー
プ
東
由
利
店
」
が
今
年
四
月
一
日

か
ら
（
株
）
ジ
ェ
イ
エ
イ
秋
田
し
ん
せ
い
サ
ー

ビ
ス
に
事
業
移
管
。
東
由
利
町
地
場
産
業
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
に
基
づ

き
使
用
者
の
地
位
継
承
を
許
可
。

町
長
行
政
報
告
の
要
旨



■
黄
桜
ま
つ
り

「
黄
桜
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト
」
を
例
年
よ
り
一

週
間
早
く
開
催
。
黄
桜
と
八
重
桜
の
満
開
時
期

が
重
な
り
、
県
内
最
後
の
観
桜
会
と
し
て
観
光

客
を
楽
し
ま
せ
た
。
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月

十
二
日
ま
で
の
観
桜
会
期
間
中
の
入
り
込
み
客

は
約
三
万
五
千
人
。

■
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

五
月
十
八
日
に
オ
ー
プ
ン
。
こ
れ
に
先
立
つ

五
月
十
二
日
に
は
東
由
利
お
よ
び
湯
沢
市
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
五
十
人
が
コ
ー
ス
の
除

草
作
業
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
実
施
。

■
秋
田
東
由
利
を
語
る
会
・
東
京
東
由
利
会

五
月
十
七
日
、
秋
田
市
で
秋
田
東
由
利
を
語

る
会
が
開
催
さ
れ
遠
藤
議
長
、
小
松
副
議
長
と

出
席
。
十
九
日
に
は
足
立
区
綾
瀬
で
東
京
東
由

利
会
が
開
催
さ
れ
町
議
会
議
員
と
と
も
に
出
席
。

■
八
塩
山
頂
休
憩
所

町
観
光
協
会
が
、
町
の
補
助
と
町
建
設
業
協

会
の
寄
付
を
受
け
て
昨
年
度
か
ら
建
築
を
進
め

て
い
た
八
塩
山
頂
休
憩
所
が
五
月
二
十
六
日
に

完
成
。

■
役
場
新
庁
舎
建
築
の
進
捗
状
況

五
月
末
に
お
け
る
出
来
高
は
建
築
本
体
三
四

�
、
電
気
設
備
三
�
、
機
械
設
備
三
�
。
外
構

整
備
工
事
、
公
用
車
車
庫
の
建
築
、
庁
用
備
品

の
購
入
等
に
つ
い
て
も
実
施
設
計
や
購
入
計
画

を
決
め
、
四
月
二
十
四
日
に
は
備
品
購
入
の
入

札
を
執
行
し
議
会
の
議
決
を
得
て
移
動
書
架
を

発
注
。
公
用
車
車
庫
建
築
工
事
、
庁
舎
外
構
整

備
工
事
お
よ
び
先
に
発
注
済
み
外
の
庁
舎
備
品

購
入
に
つ
い
て
も
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
発
注

と
し
て
、
五
月
二
十
四
日
に
入
札
を
行
い
各
々

落
札
。

■
稲
作

水
稲
の
状
況
は
春
先
以
降
の
好
天
に
恵
ま

れ
、
春
作
業
（
耕
起
・
代
か
き
・
田
植
え
）
は
、

例
年
よ
り
三
日
か
ら
四
日
程
度
早
ま
り
、
そ
の

後
の
生
育
も
順
調
。

水
田
農
業
確
立
対
策
に
つ
い
て
生
産
調
整
は

昨
年
よ
り
十
�
少
な
い
三
百
七
十
四
�
の
目
標

面
積
で
二
月
に
仮
配
分
済
み
。
配
分
率
は
三

二
・
三
�
で
昨
年
よ
り
一
ポ
イ
ン
ト
減
。
転
作

の
現
地
確
認
は
六
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
に

実
施
。

平
成
十
三
年
度
の
米
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
、

販
売
数
量
は
十
二
万
五
千
七
百
九
十
九
袋
（
前

年
比
九
六
・
四
�
）。
販
売
金
額
九
億
七
千
四

百
六
十
一
万
千
円
（
前
年
比
一
〇
六
・
一
�
）。

■
畑
作

全
体
販
売
額
は
二
億
三
千
三
百
万
円
（
前
年

比
一
〇
二
・
三
�
）。
理
由
は
、
葉
た
ば
こ
が

前
年
に
比
べ
約
六
百
五
十
万
円
増
加
、
一
億
三

千
万
円
台
に
回
復
し
た
た
め
。

野
菜
の
販
売
額
は
、
七
千
二
百
万
円
で
前
年

比
九
六
・
四
�
。
理
由
は
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
が
減
少
し
た
た
め
。

五
月
二
十
五
日
夕
刻
の
雹
（
ひ
ょ
う
）
に
よ

る
被
害
に
つ
い
て
、
葉
た
ば
こ
の
被
害
面
積
二

�
を
確
認
。
野
菜
の
被
害
面
積
は
四
十
�
確

認
。

■
畜
産

飼
育
農
家
数
は
、
こ
の
一
年
間
十
六
戸
減
少

し
た
が
、
親
牛
の
使
用
頭
数
は
十
五
頭
の
減
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
九
月
の
狂
牛
病
騒
動
に
よ
り
、
十
二
月

市
場
で
は
一
頭
当
た
り
二
十
八
万
円
ま
で
急
落

し
た
平
均
価
格
は
、
四
月
以
降
回
復
基
調
に
転

じ
、
五
月
市
場
で
は
前
年
対
比
九
四
�
、
四
十

万
円
台
ま
で
回
復
。

牛
肉
の
消
費
拡
大
の
た
め
、
小
中
学
校
の
給

食
を
対
象
に
し
た
「
地
場
産
物
消
費
拡
大
事
業
」

は
五
月
の
給
食
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
お
お
む
ね
好

評
。

■
堆
肥
セ
ン
タ
ー

四
月
十
二
日
に
開
業
式
を
行
い
、
管
理
運
営

を
農
協
に
委
託
。
四
月
十
七
日
か
ら
た
い
肥
の

受
入
を
開
始
。
受
入
は
毎
週
水
・
日
曜
日
。
五

月
末
ま
で
に
ト
ラ
ッ
ク
百
六
十
四
台
（
二
�
ト

ラ
ッ
ク
百
四
十
七
台
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
十
七
台
）、

約
三
百
�
を
受
入
。
好
調
な
ス
タ
ー
ト
。

■
出
羽
丘
陵
開
発
事
業
分
担
金

昨
年
度
末
の
分
担
金
未
納
者
五
人
。
未
納
額

合
計
二
百
七
十
五
万
二
千
二
百
五
十
一
円
。
未

納
者
の
う
ち
、
十
三
年
度
単
年
度
未
納
は
三
人

で
、
未
納
額
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指

導
し
て
い
く
。

■
放
牧
場

五
月
二
十
四
日
に
開
牧
し
、
三
十
九
頭
を
放

牧
中
（
う
ち
、
和
牛
二
十
頭
）。
六
月
中
に
は

さ
ら
に
五
頭
（
和
牛
）
を
追
加
し
、
四
十
四
頭

と
な
る
予
定
。
新
設
牧
区
は
七
月
に
設
置
の
予

定
。
設
置
後
は
和
牛
と
乳
牛
を
分
け
て
放
牧
す

る
計
画
。

■
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

予
算
繰
越
し
た
排
水
路
整
備
事
業
は
、
四
月

一
日
に
四
路
線
を
発
注
し
五
月
末
ま
で
に
完
成

（
大
吹
川
、
袖
山
、
船
打
場
、
真
木
田
）。
繰
越

事
業
の
残
り
四
路
線
（
老
方
、
新
田
、
折
橋
、

橋
脇
）
に
つ
い
て
は
、
九
月
発
注
の
予
定
。

■
老
朽
た
め
池
等
整
備
事
業

ボ
ツ
メ
キ
地
区
県
営
事
業
は
、
今
年
度
四
千

万
円
の
内
示
。
十
五
年
度
竣
工
予
定
。

■
地
す
べ
り
対
策
事
業

新
規
に
桧
ノ
沢
地
区
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。

総
事
業
費
二
億
一
千
七
百
万
円
。
春
先
に
滑
落

規
模
が
草
地
の
ほ
か
隣
接
す
る
杉
山
に
も
拡

大
。
五
月
二
十
八
日
に
東
北
農
政
局
か
ら
地
質

官
が
現
地
指
導
に
来
町
。
今
年
度
予
算
二
千
三

百
万
円
で
再
調
査
を
実
施
。

出
羽
丘
陵
開
発
事
業
「
北
の
股
」
団
地
（
関

係
者
四
人
）
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
た
め
、
今

年
は
放
牧
場
か
ら
乾
草
を
供
給
し
て
営
農
対
応

を
す
る
。
他
の
朴
ノ
木
沢
・
沢
内
・
大
森
・
下

吹
の
各
地
区
は
継
続
実
施
。
今
年
度
予
算
一
億

千
五
百
万
円
。

■
町
単
独
補
助
事
業
の
状
況

件
数
と
補
助
指
令
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、
産
業
道

路
整
備
が
二
十
九
件
、
四
百
九
十
九
万
六
千
円
、

農
業
用
施
設
維
持
管
理
が
三
十
五
件
、
四
百
五

十
万
円
、
緊
急
た
め
池
整
備
が
四
件
、
七
十
七

万
八
千
円
。

■
林
業

造
林
事
業
は
五
月
一
日
か
ら
造
林
作
業
開

始
、
造
林
作
業
員
七
人
を
雇
用
。

■
国
道
一
〇
七
号

板
戸
二
工
区
は
、
平
成
十
三
年
度
繰
越
発
注

分
四
千
二
百
万
円
。
現
在
、
板
戸
地
内
の
仮
設
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道
路
を
本
道
側
に
切
り
替
え
る
た
め
準
備
中
。

終
わ
り
次
第
、
石
橋
氏
前
の
護
岸
工
事
及
び
下

流
側
の
護
岸
工
事
に
着
手
。
今
年
度
分
は
六
千

万
円
で
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
付
近
ま
で
の
河
川
の

付
け
替
え
工
事
を
予
定
。
難
航
し
て
い
る
ト
ン

ネ
ル
部
分
の
事
業
認
可
手
続
き
は
現
在
進
行
中

で
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
十
六

年
度
の
予
定
。

平
成
十
七
年
度
ま
で
の
計
画
で
進
め
て
い
る

第
三
工
区
（
国
体
関
連
生
活
道
路
整
備
工
事
・

延
長
約
一
、
五
〇
〇
�
）
に
つ
い
て
、
今
年
度

予
算
は
一
億
二
千
万
円
。
詳
細
設
計
及
び
用
地

測
量
が
行
わ
れ
一
部
用
地
買
収
等
も
行
う
予

定
。

■
神
岡
・
南
外
・
東
由
利
線

昨
年
年
度
繰
越
発
注
分
の
楢
渕
・
横
渡
線
立

体
交
差
点
の
工
事
は
六
月
末
ご
ろ
ま
で
の
完
成

に
向
け
進
行
中
。

今
年
度
事
業
は
、
二
億
四
千
万
円
の
事
業
費

で
道
路
本
体
の
盛
土
と
橋
梁
上
部
工
の
工
事
予

定
。神

岡
・
南
外
・
東
由
利
線
新
処
地
区
の
流
雪

溝
工
事
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の
繰
越
分
は
発
注

済
。

■
仁
賀
保
・
矢
島
・
舘
合
線

昨
年
度
、
全
体
の
調
査
測
量
を
終
え
、
今
年

度
か
ら
峠
付
近
の
舗
装
工
事
着
手
に
期
待
（
県

単
独
事
業
）。

■
横
手
・
東
由
利
線
の
笹
倉
ト
ン
ネ
ル
手
前

の
雪
崩
お
よ
び
落
石
対
策

今
年
度
予
算
に
四
千
万
円
が
計
上
さ
れ
、
調

査
測
量
及
び
一
部
工
事
を
実
施
。

■
国
道
三
九
八
号
、
羽
後
・
向
田
・
舘
合
線

早
期
に
改
良
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
要
望

中
。町

管
内
の
県
道
で
起
こ
っ
た
凍
上
災
害
復
旧

工
事
（
九
カ
所
）
は
降
雪
前
の
完
成
予
定
。

■
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
下
小
屋
地
区
・
延

長
五
九
四
�
、
四
千
五
百
万
円
）

今
年
度
予
算
は
四
百
万
円
。
新
規
採
択
の
た

め
用
地
測
量
調
査
費
と
用
地
買
収
費
の
み
。
補

助
申
請
時
等
に
お
い
て
、
追
加
予
算
を
要
望

中
。

■
特
定
公
安
事
業
（
台
山
線
歩
道
設
置
）

今
年
度
予
算
六
千
五
百
万
円
。
櫛
野
信
義
さ

ん
宅
〜
菊
地
理
容
店
（
延
長
一
一
五
�
）、
牡

丹
野
格
納
庫
〜
跡
見
坂
（
延
長
四
二
〇
�
）
を

施
行
予
定
。

現
在
工
事
費
の
積
算
中
で
、
建
設
事
務
所
の

審
査
が
終
わ
り
次
第
に
発
注
予
定
。

■
町
道
根
城
線
改
良
整
備

今
年
度
予
算
千
三
百
万
円
。延
長
一
七
四
�
。

現
在
積
算
中
で
六
月
中
旬
に
は
発
注
の
見
込

み
。

■
林
道
整
備

五
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
秋
田
県
林
業
協

会
通
常
総
会
の
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
で

牧
山
林
道
が
優
秀
賞
を
受
賞
。

仲
ノ
沢
線
は
昨
年
度
ま
で
に
全
体
延
長
一
、

八
〇
〇
�
を
完
了
。

森
林
居
住
環
境
整
備
事
業
は
五
月
二
十
七
日

付
け
で
採
択
さ
れ
た
。
総
事
業
費
は
五
億
七
千

九
百
十
五
万
円
。
集
落
林
道
と
し
て
、
土
場
沢

線
、
石
塚
線
を
整
備
、
森
林
利
用
施
設
と
し
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を
計
画
。
補
助
率
は
、

国
五
五
�
。

土
場
沢
線
の
舗
装
改
良
工
事
の
発
注
は
八
月

こ
ろ
。

ふ
る
さ
と
林
道
整
備
石
塚
線
は
今
年
度
延
長

一
、
七
八
〇
�
の
舗
装
工
事
を
実
施
予
定
。

袖
山
沢
中
線
は
本
年
度
を
も
っ
て
完
了
予
定
。

桧
ノ
沢
線
の
舗
装
工
事
も
本
年
度
、
延
長
七

七
二
�
を
も
っ
て
完
了
予
定
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
県
営
事
業
と
し
て
蒲
台

線
が
採
択
さ
れ
た
。
本
年
度
は
、
全
体
計
画
・

詳
細
設
計
が
行
わ
れ
、
平
成
十
五
年
か
ら
工
事

開
始
。

■
災
害
関
係

平
成
十
四
年
度
の
災
害
は
、
奥
ケ
沢
の
道
路

災
害
を
含
め
、
十
三
カ
所
を
申
請
予
定
。

昨
年
度
採
択
の
凍
上
災
害
・
の
み
災
（
三
十

四
カ
所
）
は
昨
年
度
の
み
災
九
カ
所
を
完
了
。

三
月
末
に
繰
越
発
注
の
十
六
カ
所
（
の
み
災
四
、

凍
上
災
十
二
）
は
全
カ
所
工
事
終
了
。
残
り
九

カ
所
は
本
年
中
に
完
了
予
定
。

■
水
道
事
業

基
幹
的
改
良
工
事
は
下
水
道
工
事
に
併
せ

て
、
法
内
地
区
、
島
・
宮
ノ
前
・
蔵
地
区
を
工

事
。

■
集
落
排
水
整
備
事
業

昨
年
度
工
事
で
島
集
落
地
内
・
宮
ノ
前
地
内

の
工
事
（
延
長
一
、
二
八
六
�
）
を
実
施
。
昨

年
度
度
末
の
加
入
状
況
は
、
戸
数
割
合
で
四

四
・
二
�
、
人
口
割
合
で
五
二
・
七
�
。
本
年

度
は
法
内
地
区
お
よ
び
宮
ノ
前
・
蔵
地
内
の
管

路
工
事
と
終
末
処
理
場
に
着
手
す
る
。

■
奨
学
金
貸
し
付
け
状
況

今
年
度
の
奨
学
生
に
四
年
生
大
学
六
人
、
短

期
大
学
一
人
、
国
立
高
専
一
人
、
高
校
二
人
計

十
人
が
決
定
。

■
中
学
生
海
外
研
修

今
年
度
の
海
外
研
修
は
、
夏
期
休
業
中
の
八

月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
九
日
間
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
小
中
学
生
と
の
交
流
や
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
予

定
。
男
子
八
人
、
女
子
八
人
の
計
十
六
人
が
研

修
生
に
決
定
。

■
八
塩
小
校
地
法
面
の
滑
落

五
月
九
日
、
舘
西
の
高
橋
保
克
氏
宅
裏
の
法

面
が
崩
れ
て
い
る
と
の
通
報
を
受
け
、
直
ち
に

現
地
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
自
宅
裏
の
法
面
に

亀
裂
が
入
り
高
さ
三
�
、
幅
五
�
に
わ
た
り
土

砂
が
滑
落
。
翌
日
、
木
の
伐
採
、
法
尻
の
土
留

め
工
な
ど
の
応
急
措
置
を
施
し
た
。
今
後
状
況

を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

■
板
戸
・
松
沢
地
区
児
童
通
学
輸
送

運
転
手
を
パ
ー
ト
雇
用
し
町
が
直
営
で
行
う

こ
と
と
し
、
七
月
か
ら
運
行
開
始
予
定
。

■
大
琴
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

利
用
状
況
は
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
の
練
習

と
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
定
期
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
教

室
棟
の
二
階
部
分
は
県
の
発
掘
調
査
出
土
品
収

蔵
庫
と
し
て
貸
し
付
け
す
る
。
一
階
の
教
室
棟

の
活
用
方
法
は
施
設
検
討
会
を
開
催
し
て
検
討

し
た
い
。
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本
会
議
に
お
い
て
、
四
人
の
議
員
か
ら
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。（
質
問
の
主
旨
抜
粋
）

《
長
　
沼
　
久
　
利
　
議
員
》

Ｑ
　
四
ッ
眼
交
差
点
周
辺
整
備
を
含
め
国
道

一
〇
七
号
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
計
画
の
見
通

し
は
。

Ａ

当
初
予
算
に
調
査
費
を
計
上
し
、
老
方
に

入
る
玄
関
口
の
一
つ
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
、
諸
要
素
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
中
。

Ｑ
　
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
視
野
に
入
れ
た
情
報
通
信
網
の
整

備
計
画
は
。

Ａ

町
全
体
を
網
羅
す
る
基
盤
施
設
整
備
は
、

現
在
、
無
理
な
状
況
。
今
で
き
る
こ
と
の
一
つ

と
し
て
は
、
役
場
新
庁
舎
の
建
設
に
合
わ
せ
、

役
場
・
公
共
施
設
・
小
中
学
校
な
ど
の
公
共
分

野
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
と
な
る
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
お
よ
び

情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備
促
進
事
業
を
計
画
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ
　
防
火
用
水
、
流
雪
溝
用
水
、
農
業
用
水

等
、
活
用
の
汎
用
性
を
観
点
に
、
林
道
メ
タ

ダ
レ
線
の
水
路
整
備
計
画
は
。

Ａ

山
腹
沿
い
の
水
路
で
あ
り
、延
長
も
長
く
、

木
の
葉
の
埋
塞
等
も
あ
り
、
流
雪
溝
水
源
用
途

と
し
て
は
無
理
が
あ
る
。
老
方
地
区
の
流
雪
溝

水
量
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
町
の
鹿
嶋
神
社
下

の
流
雪
溝
整
備
と
合
わ
せ
河
川
か
ら
の
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
が
で
き
な
い
か
、
県
に
相
談
中
。

Ｑ
　
練
習
試
合
等
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用

な
ど
、
中
学
校
部
活
動
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ

今
年
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
が
一
人

減
っ
た
が
、
本
大
会
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用

に
は
で
き
る
限
り
便
宜
を
図
り
た
い
。
練
習
試

合
に
つ
い
て
は
、
土
日
に
集
中
し
、
運
転
者
の

健
康
管
理
等
を
考
慮
し
て
の
対
応
と
し
た
い
の

で
ご
理
解
を
。

Ｑ

今
後
の
観
光
行
政
推
進
は
い
か
に
。

Ａ

一
町
村
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
行
政
の

み
な
ら
ず
地
域
団
体
等
と
も
一
体
と
な
っ
て
、

交
流
人
口
を
考
慮
し
た
広
域
的
周
遊
型
観
光
も

意
識
し
な
が
ら
の
施
策
推
進
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。《

小
　
松
　
　
　
賢
　
議
員
》

Ｑ
　
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
活

用
は
い
か
に
。

Ａ

当
該
交
付
金
は
、
三
十
�
以
上
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
団
地
で
森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
受

け
た
森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
な
ど
に
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
活
用
方
法
も
当
該
者
が
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ
　
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
土
曜
教
室

に
つ
い
て
、
遠
隔
地
の
子
ど
も
た
ち
は
保
護

者
が
送
迎
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
矛
盾
は
な

い
か
。

Ａ

土
曜
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
学
自
習

に
対
す
る
県
の
支
援
施
策
で
、
週
休
二
日
制
の

完
全
実
施
に
は
至
っ
て
い
な
い
社
会
的
労
働
環

境
の
状
況
下
で
は
不
公
平
で
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
他
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等
と
同
様
の

も
の
で
あ
る
と
捉
え
、
各
家
庭
の
ご
協
力
、
ご

理
解
を
願
い
た
い
。

Ｑ
　
「
記
念
樹
の
森
」
の
創
設
を
。

Ａ

同
様
の
思
い
で
あ
り
、
県
植
樹
祭
の
誘
致

や
昨
年
の
二
〇
〇
一
年
記
念
植
樹
祭
も
そ
の
一

環
と
捉
え
て
い
る
。
八
塩
い
こ
い
の
森
に
お
け

る
記
念
植
樹
場
所
と
し
て
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
上
の
草
地
を
あ
て
た
い
と
し
て
お
り
、
ぜ
ひ

活
用
し
て
ほ
し
い
。

《
小
　
野
　
　
　
健
　
議
員
》

Ｑ
　
有
事
法
制
三
法
案
は
、
罰
則
規
定
を
設

け
国
民
総
動
員
で
戦
争
に
協
力
さ
せ
よ
う
と

す
る
危
険
法
案
で
あ
り
、
反
対
す
べ
き
も
の

と
考
え
る
が
。

Ａ

平
和
な
と
き
に
、
有
事
の
際
に
ど
う
対
応

す
る
か
段
階
的
に
整
理
し
て
い
く
こ
と
は
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
か
。
当
該
事
項
は
法
律
で
あ

り
、
立
法
府
で
あ
る
国
会
の
中
で
議
論
す
べ
き

も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
賛
成
、
反
対
が

あ
る
だ
ろ
う
し
、
将
来
に
つ
い
て
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
よ
く
議
論
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
　
東
由
利
町
民
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
だ

ら
け
の
今
回
の
合
併
問
題
は
、
将
来
に
禍
根

を
残
す
結
果
に
な
る
と
思
う
が
、
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ

市
町
村
合
併
は
、
全
て
に
お
い
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
し
、
構
造
改
革

の
推
進
や
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
ど
う
抑
え
て
い
く
か
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

基
本
的
に
は
、
合
併
は
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
て
、
ど
う
す
れ
ば
町
民
に
と
っ
て
よ

い
か
、
町
民
生
活
に
不
安
が
な
い
よ
う
議
論
・

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
国
保
税
の
申
請
減
免
制
度
に
つ
い
て
、

周
知
徹
底
す
べ
き
で
な
い
か
。

Ａ

国
保
税
納
付
書
送
付
の
際
、
税
の
軽
減
措

置
、
申
請
減
免
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
全
世
帯
に
同
封
し
、
周
知
に
努
め

て
い
る
。

《
中
　
西
　
蔵
之
助
　
議
員
》

Ｑ
　
役
場
新
庁
舎
の
完
成
に
合
わ
せ
、
機
構

改
革
が
あ
る
の
か
。

Ａ

新
庁
舎
の
完
成
で
業
務
が
終
了
す
る
庁
舎

建
設
室
の
有
り
様
の
ほ
か
、
情
報
管
理
、
市
町

村
合
併
、
財
務
会
計
等
、
増
加
す
る
業
務
内
容

と
も
合
わ
せ
、
適
正
な
職
員
配
置
及
び
組
織
機

構
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
現
在
、
完
全
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
教
師
や
子
ど
も
た
ち
に
変
化

が
見
ら
れ
る
か
。

Ａ

教
師
の
話
に
よ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
、

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
が
増
え
、
ゆ
っ
く

り
と
休
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
。
課
題

と
し
て
は
、
授
業
時
間
数
の
確
保
が
上
げ
ら
れ
、

学
校
行
事
に
お
い
て
は
、
準
備
等
に
も
時
間
を

か
け
て
い
ら
れ
ず
、
精
選
さ
れ
て
き
て
い
る
状

況
に
あ
る
。

5 広報ひがしゆり　14.7.1

一
　
般
　
質
　
問



町
で
は
、
敬
老
会
の
対
象
者
を

七
十
五
歳
以
上
と
し
、
同
時
に
七

十
歳
の
節
目
に
ま
す
ま
す
の
健
康

を
祈
願
す
る「
七
十
歳
を
祝
う
会
」

を
毎
年
開
催
し
て
お
年
寄
り
の
長

寿
と
健
康
を
お
祝
い
し
て
い
ま

す
。式

典
で
は
、
阿
部
町
長
が
「
東

由
利
が
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変

わ
っ
て
い
く
と
し
て
も
、
み
な
さ

ん
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
九
十
歳
以
上
の
方
へ

長
寿
祝
い
金
（
九
十
五
歳
か
ら
九

十
九
歳
ま
で
の
方
へ
五
万
円
、
九

十
歳
か
ら
九
十
四
歳
ま
で
の
方
へ

三
万
円
）
が
、
米
寿
の
方
へ
敬
老

祝
い
金
（
一
万
円
）
が
、
八
十
歳

の
方
に
は
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
阿

部
町
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
瀬
小
学
校
二
年
生
の

森
川
佳
奈
さ
ん
と
八
塩
小
学
校
三

年
生
の
小
松
怜
央
さ
ん
が
作
文
を

発
表
す
る
と
出
席
者
は
深
く
う
な

ず
き
な
が
ら
長
寿
の
喜
び
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

祝
宴
で
は
、
永
慶
保
育
園
、
み

ど
り
保
育
園
両
園
児
の
か
わ
い
い

お
遊
戯
や
民
謡
同
好
会
に
よ
る
歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、ま
た
、出
席

者
か
ら
の
飛
び
入
り
出
演
も
あ
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
出
席
者
同
士
久
し

ぶ
り
の
再
会
や
お
互
い
の
長
寿
を

喜
び
合
っ
て
会
話
が
弾
み
、
あ
ち

こ
ち
で
に
こ
や
か
な
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
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町
の
お
年
寄
り
が
一
堂
に
集
ま
り
長
寿
を
祝
う
「
平
成
十
四
年

度
町
敬
老
会
・
七
十
歳
を
祝
う
会
」
が
六
月
二
十
日
、
有
鄰
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
参
加
対
象
者
は
敬
老
会
が
七
百
三
十
一

人
、
七
十
歳
を
祝
う
会
が
五
十
三
人
の
計
七
百
八
十
四
人
。
当
日

は
三
百
二
十
四
人
が
元
気
に
出
席
し
、
と
も
に
長
寿
を
喜
び
合
い

ま
し
た
。

番付 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

氏　　　　　　名 

高　橋　タケヨ　さん 

佐　藤　ア　キ　さん 

大　場　ハツエ　さん 

小　野　ミノコ　さん 

畠　山　ミヨノ　さん 

小　松　クメヨ　さん 

藤　原　リ　ツ　さん 

渡　辺　ツネヨ　さん 

菊　地　ユキヨ　さん 

遠　藤　ナヲミ　さん 

年　齢 

100 

99 

98 

96 

96 

95 

95 

95 

95 

95

自治会名 

小　　倉 

東 光 苑  

久　　保 

東 光 苑  

上　　通 

下　　通 

上　　通 

東 光 苑  

舘　　西 

宿 

▲園児たちがかわいいお遊戯を披露

ともに長寿を喜ぶ ともに長寿を喜ぶ 

敬老会・70歳を祝う会 敬老会・70歳を祝う会 
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番付 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

氏　　　　　　名 

伊　東　　　潔　さん 

高　橋　三　藏　さん 

石　橋　重太郎　さん 

佐々木　宗　雄　さん 

佐　藤　源之助　さん 

畠　山　忠市郎　さん 

佐々木　直　義　さん 

遠　藤　貞　次　さん 

阿　部　義　直　さん 

畠　山　蔵太郎　さん 

年　齢 

99 

96 

94 

94 

93 

93 

93 

92 

92 

92

自治会名 

岩　　館 

船　　木 

板　　戸 

大　　琴 

下 小 路  

東 光 苑  

大　　琴 

小　　倉 

沼 

新　　町 

▲阿部町長からお祝いを受け取る出席者

▲互いに長寿を喜び合う

（平成14年6月30日現在） 

二
十
日
は
町
敬
老
会
で
し
た
。
今

年
の
対
象
者
は
古
希
の
方
々
そ
し
て

七
十
五
歳
以
上
の
皆
さ
ん
合
わ
せ
て

七
百
八
十
四
人
で
し
た
が
ご
出
席
は

三
百
二
十
四
人
で
し
た
。
最
高
齢
は

下
通
の
小
松
ク
メ
ヨ
さ
ん
で
九
十
五

歳
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
お
元
気
に
お

出
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ご
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
二
月
に
百

歳
に
な
ら
れ
た
小
倉
の
高
橋
タ
ケ
ヨ

さ
ん
に
も
来
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
が
、「
人
込
み
は
…
」
と
ご
遠

慮
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
変
お

元
気
で
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
、
九

月
に
は
東
光
苑
の
佐
藤
ア
キ
さ
ん

が
、
ま
た
来
年
三
月
に
は
岩
館
の
伊

東
潔
さ
ん
が
百
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。

三
人
も
の
百
歳
長
寿
者
が
出
ら
れ
る

と
は
本
当
に
お
め
で
た
い
こ
と
で

す
。
ご
出
席
の
皆
さ
ん
共
々
ぜ
ひ
こ

れ
に
あ
や
か
り
た
い
事
で
す
と
も
申

し
上
げ
ま
し
た
。

今
年
は
会
場
か
ら
も
歌
い
手
に
出

て
頂
き
随
分
盛
り
上
が
っ
た
敬
老
会

に
な
り
ま
し
た
。
阿
部
剛
社
会
福
祉

協
議
会
長
さ
ん
の
万
歳
三
唱
に
、「
ま

だ
お
開
き
に
は
早
い
よ
」
と
云
わ
れ

る
ほ
ど
お
元
気
な
皆
さ
ん
で
し
た
。

二
十
三
日
に
は
体
育
館
で
東
由
利

町
民
謡
同
好
会
の
三
十
周
年
記
念
発

表
会
が
あ
り
ま
し
た
。
東
由
利
町
の

民
謡
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
再
確
認
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
出
演

の
酒
屋
唄
・
三
味
線
一
代
を
朗
々
と

唄
わ
れ
た
九
十
一
歳
に
な
ら
れ
ま
す

浅
野
梅
若
師
匠
に
も
感
激
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
湯
楽
里
で
の
祝
賀
会
で
は

隣
に
座
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
歯
も
丈
夫
で
な
ん
で
も
食
べ
ら

れ
る
し
ビ
ー
ル
も
お
酒
も
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
召
し
上
が
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
十
一
日
に
は
長
野
県
伊
那
市

で
行
わ
れ
た
ル
ビ
コ
ン
五
十
周
年
記

念
式
典
に
お
招
き
を
受
け
出
席
い
た

し
ま
し
た
が
、
立
派
な
式
典
で
、
八

十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
登
内
英

夫
会
長
の
行
き
届
い
た
ご
挨
拶
に
も

感
激
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
メ
モ
も
持

た
ず
に
会
社
の
成
り
立
ち
と
歴
史
を

語
り
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人

達
に
対
し
て
の
心
の
こ
も
っ
た
気
配

り
の
ご
挨
拶
に
は
本
当
に
年
輪
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
六
月
は
、
大
先
輩
の
皆
さ
ん

に
強
力
な
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
た
気

分
で
あ
り
ま
す
。
益
々
の
ご
健
勝
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
十
四
日
に
は
、
突
然
で
し
た

が
高
瀬
小
学
校
の
三
年
生
が
役
場
へ

職
場
訪
問
に
来
ま
し
た
。
何
か
質
問

は
あ
り
ま
す
か
と
聞
く
と
、「
ハ
イ
」

と
手
を
挙
げ
て
、「
町
長
さ
ん
は
ど

ん
な
仕
事
を
す
る
人
で
す
か
」
と
聞

か
れ
ま
し
た
。
ド
ギ
マ
ギ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
が
、
説
明
を
し
た
ら
、
大
き

な
声
で
分
か
り
ま
し
た
と
応
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

こ
の
子
供
た
ち
が
敬
老
会
に
出
席

を
す
る
ま
で
に
、
ど
ん
な
年
輪
を
積

み
重
ね
て
行
く
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ

た
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

▲高瀬小の子どもたちと



現
在
、
日
本
国
内
で
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染

し
て
い
る
人
は
、
百
万
か
ら
二
百
万
人
に

上
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

重
病
化
す
る
ま
で
自
分
の
感
染
を
自
覚
し

て
い
な
い
人
が
多
く
、
ま
た
、
近
年
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
型
肝
炎
の
感
染
を
放
置

し
て
い
る
と
、
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
移
行

す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
で
は
、
七

月
の
基
本
健
康
診
断
の
際
に
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
の

対
象
と
な
る
の
は
四
十
歳
、
四
十
五
歳
、

五
十
歳
、
五
十
五
歳
、
六
十
歳
、
六
十
五

歳
、
七
十
歳
の
希
望
者
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
Ｃ
型
肝
炎
を
は
じ

め
と
す
る
肝
臓
病
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
感
染
し
て
い
る
方
々
は

病
気
の
早
期
発
見
と
重
症
化
予
防
に
つ
な

げ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
Ｃ
型
肝
炎
は
日

常
生
活
の
中
で
感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い
る
人
へ
の

い
わ
れ
な
き
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
も
大
切
で
す
。
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　次の項目に一つでも当てはまる人はＣ型肝炎ウイルス感染の可能性が一般 
の人より高いと考えられています。 
①1992年（平成4年）以前に輸血を受けた人 
②長期に血液透析を受けている人 
③輸入非加熱血液凝固因子製剤を投与された人（同等のリスクを持つ非加熱 
　凝固因子製剤を含む） 
④フィブリノゲン製剤（フィブリン糊を含む）を投与された人 
⑤大きな手術を受けた人 
⑥臓器移植を受けた人 
⑦薬物乱用者、入れ墨やボディピアスをしている人。 
⑧その他、健康診断で肝機能異常を指摘された人など 

あなたは大丈夫？ 

７
月
か
ら
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す

■肝臓の主な働き 
①栄養分（糖質、たん 
　白質、脂肪、ビタミ 
　ン）の生成、貯蔵、 
　代謝 
②血液中の薬や毒物活 
　性化、分解、解毒 
③出血を止める 
④ホルモンの調節 
⑤胆汁の産出と胆汁酸 
　の合成 
⑥体に侵入したウイル 
　スや菌と戦う 

■Ｃ型肝炎の特徴 
①血液を介して感染す 
　る 
②急性期は、Ａ型やＢ 
　型に比べて症状が軽 
　い 
③Ｃ型急性肝炎の多く 
　は慢性化する 
④慢性化すると、自然 
　治癒はまれ 
⑤経過とともに肝硬変、 
　肝がんになることも 



Ｃ
型
肝
炎
と
は
？

Ｃ
型
肝
炎
と
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で

す
。肝

炎
に
な
る
と
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て

肝
臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
肝
臓
は

「
沈
黙
の
臓
器
」
と
呼
ば
れ
、
重
症
化
す

る
ま
で
は
自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
。
症
状
が
な
く
て
も
検

査
を
し
て
病
気
を
早
く
発
見
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
症
状

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て

も
症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
症
状
が
重
い
と
さ
れ
る
急
性

肝
炎
の
場
合
で
も
、
自
覚
症
状
が
見
ら
れ

る
人
は
２
割
か
ら
３
割
程
度
で
す
。
全
身

の
け
ん
怠
感
に
引
き
続
き
、
食
欲
不
振
、

悪
心
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
出
て
、
さ
ら

に
黄
疸
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
他

覚
症
状
と
し
て
は
、
肝
臓
の
腫
大
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
慢
性
肝
炎
の
場

合
は
、
自
覚
症
状
の
な
い
場
合
が
非
常
に

多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
方
法

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
の
た
め
に
は
、
ま
ず

血
液
検
査
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

血
液
検
査
で
は
、
Ｃ
型
感
染
ウ
イ
ル
ス

の
抗
体
な
ど
を
調
べ
、
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
判
定
し
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
た
と
き
な

ど
に
血
液
中
に
放
出
さ
れ
る
肝
臓
の
酵
素

で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
か
つ
て
は
Ｇ

Ｏ
Ｔ
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
呼
ん
だ
）
を
調
べ
、
肝

炎
の
活
動
度
を
判
定
し
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
方
法

Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
薬
に
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
や
リ
バ
ビ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
薬

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
は
注
射
で
投
与
し
ま
す
。

効
果
は
、
感
染
者
の
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子

型
や
量
、
状
態
や
肝
炎
の
進
展
度
な
ど
に

よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
、
副
作
用
が
あ
る

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

専
門
の
医
師
の
診
断
に
基
づ
い
て
適
切

な
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

感
染
予
防
の
方
法

Ａ
型
、
Ｂ
型
の
肝
炎
と
異
な
り
、
Ｃ
型

は
、
ま
だ
感
染
予
防
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常
に
弱
く
感
染
予

防
は
可
能
で
す
。
用
は
、
感
染
し
て
い
る

人
の
血
液
に
な
る
べ
く
触
れ
な
い
こ
と
。

具
体
的
に
は
右
上
の
注
意
点
の
よ
う
な
こ

と
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
常
識
的
な

社
会
生
活
を
心
が
け
れ
ば
、
感
染
す
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、現
在
、献
血
さ
れ
た
血
液
は
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て

い
る
の
で
、
輸
血
に
よ
る
感
染
は
非
常
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
検
査
目
的
で
の
献
血
は
決
し
て
行
わ

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9 広報ひがしゆり　14.7.1

■こうした行為では 
　　　　感染しません 
●握手 
●抱き合う 
●キス（唾液では感染 
　しない） 
●食器を共用 
●一緒に入浴 
●隣に座る 

■Ｃ型肝炎感染予防の注意点 
●歯ブラシ、カミソリなど血液がついて 
　いる可能性のあるものを共用しない 
●他人の血液にさわるときはゴム手袋を 
　着ける 
●注射器や注射針を共用して、非合法の 
　薬物（覚せい剤、麻薬など）の注射を 
　しない 
●入れ歯やピアスをするときは、清潔な 
　器具であることを必ず確かめる 
●性行為による感染予防にはコンドーム 
　を使用する 

Ｃ型肝炎ウイルスに感染すると多くの人
が持続感染、慢性肝炎へとすすみさらに一
部の人は肝硬変、肝がんへと進行するとい
われていますが、適切な治療を行うことで
病気の進展を止めたり、遅くすることがで
きます。
また、肝臓は「沈黙の臓器」といわれ、

肝炎ウイルスに感染しても自覚症状はほと
んどありません。
今回、節目検診の対象になった方は、ぜ

ひこの機会を逃さないで受診してほしいも
のです。

問い合わせ　
町民福祉課　�６９‐２１１７

保健師から
ひとこと

～ぜひこの機会に
検診を～
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津
栄
一
さ
ん
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

故
梅
津
氏
は
昭
和
三
十
一
年
に
東
由
利
村

議
会
議
員
に
就
任
、
以
来
昭
和
五
十
五
年
ま

で
連
続
六
期
二
十
四
年
に
わ
た
り
議
会
議
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
副
議
長
、
土
木
お
よ
び
産
業
経

済
各
常
任
副
委
員
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員

を
歴
任
。
産
業
基
盤
の
整
備
、
教
育
振
興
の

推
進
に
尽
力
す
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
振
興

発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
に
東
由
利
町
功
労

者
表
彰
、
平
成
三
年
に
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受

章
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
前
の
功
績
に
栄
誉

故
梅
津
二
三
雄
氏
に
従
六
位

三
月
二
十
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
町
功
労

者
、
元
東
由
利
町
議
会
副
議
長
の
梅
津
二
三

雄
氏
（
大
琴
）
が
同
日
付
け
で
従
六
位
に
叙

さ
れ
ま
し
た
。

六
月
五
日
、
阿
部
町
長
立
ち
会
い
の
も
と
、

石
山
由
利
地
方
部
長
か
ら
ご
遺
族
の
長
男
梅

▲故梅津二三雄氏

国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
秋
田
県
支
部
設

立
記
念
大
会
が
六
月
二
日
、
町
内
の
他
、
湯

沢
市
、
本
荘
市
な
ど
か
ら
愛
好
者
約
百
人
が

参
加
し
、
本
町
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
同
支
部
の
設
立
を
記
念
す
る

と
と
も
に
、
町
内
外
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好

者
同
士
の
親
ぼ
く
を
深
め
よ
う
と
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
。

参
加
者
は
深
緑
の
な
か
、
思
う
存
分
に
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

深
緑
の
な
か
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

秋
田
県
支
部
設
立
記
念
大
会

▲ゲームを楽しむ参加者

日
間
、
東
由
利
町
町
民
運
動
場
を
主
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

由
利
郡
十
町
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
。
本
町
か
ら

も
高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
八

塩
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出
場

し
、
相
手
チ
ー
ム
と
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
、
惜
し
く
も
初
戦

で
破
れ
ま
し
た
が
、
力
い
っ
ぱ
い
の

プ
レ
ー
に
応
援
席
か
ら
は
た
く
さ
ん

の
声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

力
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
を
展
開

第
九
回
由
利
郡
学
童
野
球
大
会

昨
年
六
月
に
大
阪
で
発
生
し
た
池
田
小
児

童
殺
傷
事
件
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
緊
急
時

に
は
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
訓
練
し

よ
う
と
、
不
審
者
対
策
避
難
訓
練
が
六
月
六

日
、
八
塩
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
刃
物
を
持
っ
た
不
審
者
が
教

室
に
入
り
、
児
童
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
し

て
い
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
教
師
は
非
常

用
ア
ラ
ー
ム
を
鳴
ら
す
と
同
時
に
子
ど
も
た

ち
を
職
員
室
に
誘
導
。
子
ど
も
た
ち
は
素
早

く
安
全
な
場
所
へ
逃
げ
込
み
、
周
り
の
職
員

に
状
況
を
報
告
す
る
な
ど
本
番
さ
な
が
ら
の

訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

不
審
者
の
侵
入
想
定

八
塩
小
で
避
難
訓
練

▲職員室に避難する子どもたち

第
二
十
二
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

の
由
利
郡
予
選
（
第
七
回
由
利
郡
学
童
野
球

大
会
）
が
六
月
八
日
、
九
日
、
十
六
日
の
三

▲各チームが熱戦を繰り広げた
学童野球大会
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行
わ
れ
、
東
由
利
町
商
工
会
青
年
部
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
、
本
荘
市
由
利
郡
内
か
ら
一

市
八
町
の
商
工
会
青
年
部
チ
ー
ム
が
参
加
。

同
青
年
部
は
一
回
戦
で
岩
城
町
商
工
会
を
三

対
二
で
、
準
決
勝
で
大
内
町
商
工
会
を
十
四

対
二
で
下
し
決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

決
勝
で
は
、
好
投
手
を
擁
す
る
本
荘
市
商

工
会
に
四
対
二
と
堅
実
な
守
備
で
競
り
勝

ち
、
県
大
会
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

県
大
会
は
、
七
月
十
三
、
十
四
の
両
日
、
山

本
町
町
民
球
場
と
琴
丘
町
ス
カ
ル
パ
球
場
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
商
工
会
青
年
部
が
県
大
会
へ

第
三
十
五
回
本
荘
市
由
利
地
区
商
工
会
青

年
部
野
球
大
会
が
六
月
十
五
日
、
大
内
町
で

▲優勝を喜ぶ商工会青年部のナイン

日
ご
ろ
、
町
政
へ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
へ
の
慰
労
と
、
町
づ

く
り
に
対
す
る
意
見
交
換
の
機
会
に
し
た
い

と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
会
長
研
修
が

六
月
十
八
日
、
四
十
五
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
研
修
地
は
、
県
農
業
科
学
館
、

県
畜
産
試
験
場
、
か
み
お
か
嶽
雄
館
な
ど
。

参
加
し
た
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
研

修
地
を
見
学
し
、
本
町
の
主
要
産
業
で
あ
る

農
業
や
畜
産
に
つ
い
て
研
修
し
合
い
ま
し

た
。

町
外
研
修
で
町
づ
く
り
を
考
え
る

自

治

会

長

研

修

▲県畜産試験場を訪れる自治会長の皆さん

唄
や
踊
り
で
観
客
を
魅
了

さ
な
ぶ
り
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

町
民
謡
同
好
会
が
主
催
す
る
町
さ
な
ぶ
り

民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
六
月
二
十
三
日
、

町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
四

百
人
の
観
客
が
会
場
に
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
今
年
、
三

十
周
年
を
迎
え
た
町
民
謡
同
好
会
の
記
念
発

表
会
も
兼
ね
て
お
り
、
同
好
会
の
皆
さ
ん
は

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
民
謡
名
人

の
浅
野
梅
若
さ
ん
や
津
軽
民
謡
王
座
の
菊
池

鐵
男
さ
ん
、
津
軽
手
踊
り
大
会
優
勝
の
工
藤

悦
子
さ
ん
な
ど
が
出
演
し
、
唄
や
踊
り
で
観

客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

▲梅若師匠と本町出身の和子さん、梅清さんも特別
ゲストで熱いステージ

本
荘
市
由
利
地
区
商
工
会
青
年
部
野
球
大
会

▲歌や踊りを楽しむ観客 ▲民謡同好会による発表
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○所得の範囲等の見直し

児童扶養手当を請求する者が母親の場合に

は、所得の範囲について次の見直しが行われま

す。

ア　母がその監護する児童の父から、その児

童について扶養義務を履行するための費用

として受けとる金品等について、その金額

の80㌫（１円未満四捨五入）が所得として

取り扱われることとなります。

イ　従来、収入から控除していた寡婦控除、

寡婦特別加算は控除しないこととなりま

す。

また、請求者（母又は養育者を問わず）

が特別障害者控除を受けている場合の控除

額が35万円から40万円に引き上げられま

す。

○実施時期

今回の改正は、本年８月から実施されます。

なお、手当の実際の支払は、８月分から11月分

までの４カ月分をまとめて12月に行われますの

で、新しい制度による手当の支給は、12月支給

分からとなります。

また、今回の改正に伴って、毎年の現況届な

ど記載事項も変わることとなりますのでご留意

ください。

母子及び寡婦福祉貸付金制度も
次のように改正されます

①「児童扶養資金」を廃止し、「特例児童

扶養資金」を創設

②「生活資金」の貸付対象及び無利子の範

囲が拡大

母子家庭に対して支給される児童扶養手当制度が８月から

改正になります。現在、受給者の収入に応じて、手当額が２

段階（全部支給が月額42,370円、一部支給が月額28,350円）

になっていますが、今後は、全部支給及び一部支給の所得の

範囲が変わり、一部支給の手当額については、所得に応じて

きめ細かく定められることとなります。

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117
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7月から諸証明書の用紙が変わります！
これまで住民票等の証明は、朱肉により町長印を押印して証明していましたが、７月からは、電子

印（黒色）が印刷された証明となります。これにより、証明書の用紙が偽造防止のため模様の入った

改ざん防止用紙に変わります。

・住民票

・印鑑証明書

・転出証明書

☆今後は、より迅速な証明発行が可能となり
ます。

問い合わせ
町民福祉課町民係
�６９－２１１７

◎変更となる証明は次のとおりです
新しくなった証明書

シリーズ③

○戸籍に使える文字
戸籍に使える文字は国で平成２年に細かく規定され

ましたが、それ以前に作られた戸籍には現在では誤字
とされる文字も使われています。
戸籍の電算化は改製であり、戸籍が新しく作られる

ことから、この規定に従って文字を整理することにな
ります。したがって、「我が家の文字は昔からの文字
を使いたい」といっても規定にない文字は使用するこ
とができなくなります。
具体的な例を９月号まで３回にわたりご紹介します。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

平成17年３月末までの合併を条件とした支援策
「合併特例法」の期限が迫る中、私たちの町でも
市町村合併に対する議論が高まっています。
今回、町では、皆さんのいろいろなご意見を伺

うため地域座談会を開催します。
ぜひこの機会に市町村合併について一緒に考え

ていきましょう。
○とき・ところ
７月10日� 袖山館
11日� 高瀬館
12日� 克雪管理センター
15日� 大蔵館
16日� 老方館
19日� 玉米会館
22日� 住吉館

○時間 19時00分～21時00分

みんなで考えよう
市町村合併

～地域座談会を開催します～

問い合わせ　企画課　�69－2113

【訂正例】
誤字　　　正字

→　紀
→　喜　　
→　橋　　
→　廣　　
→　興　　
→　國　　

誤字　　　正字
→　佐　　
→　齋　　
→　齊
→　静靜　
→　荘



雨
戸
・
網
戸
の
手
入
れ

七
月
も
中
旬
に
な
る
と
、
南
の
方
か
ら

梅
雨
明
け
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。
本
格
的
な

暑
さ
が
来
る
前
に
、
長
雨
で
汚
れ
た
雨
戸

や
網
戸
の
手
入
れ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。雨

戸
は
、
普
段
は
汚
れ
た
と
き
に
水
ぶ

き
を
し
て
お
く
だ
け
で
十
分
で
す
が
、
年

に
一
度
は
徹
底
的
な
手
入
れ
を
。
住
宅
用

洗
剤
で
ふ
き
、
そ
の
後
水
ぶ
き
を
し
て
、

仕
上
げ
に
カ
ー
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
て
お
き

ま
す
。
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
す
る
と
、
つ
や

が
出
る
の
と
同
時
に
、
汚
れ
防
止
に
も
役

立
ち
ま
す
。

網
戸
は
、
掃
除
機
の
吸
引
口
と
ス
ポ
ン

ジ
で
は
さ
ん
で
汚
れ
を
吸
い
取
り
ま
す
。

掃
除
機
だ
け
で
手
入
れ
を
す
る
と
き
は
、

片
側
に
新
聞
紙
を
テ
ー
プ
で
は
り
つ
け
て

か
ら
吸
引
す
る
と
、
網
目
に
く
っ
つ
い
た

汚
れ
が
き
れ
い
に
取
れ
ま
す
。

薬
は
正
し
く
保
管
・
服
用

か
ぜ
薬
や
胃
腸
薬
な
ど
の
市
販
薬
は
、

購
入
後
、
二
〜
三
回
飲
ん
で
残
り
は
救
急

箱
に
入
れ
た
ま
ま
に
な
り
が
ち
で
す
。
年

に
一
度
は
時
期
を
決
め
て
救
急
箱
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

薬
品
類
は
内
服
薬
、
外
用
薬
に
分
け
て

整
理
し
、
使
用
期
限
を
チ
ェ
ッ
ク
。
期
限

の
過
ぎ
た
も
の
は
処
分
し
必
要
で
あ
れ
ば

補
充
し
ま
す
。
外
箱
や
説
明
書
は
購
入
後

も
捨
て
な
い
で
取
っ
て
お
き
、
使
う
と
き

に
必
ず
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。薬

は
厳
し
く
品
質
管
理
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
家
庭
で
も
保
存
に
は
気
を
配
り
ま
し

ょ
う
。
保
存
場
所
と
し
て
適
し
て
い
る
の

は
冷
暗
所
。
高
温
、
多
湿
、
光
な
ど
は
薬

が
変
質
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
か
ら
、
直

射
日
光
の
当
た
る
と
こ
ろ
や
室
温
、
湿
度

が
高
く
な
る
と
こ
ろ
に
は
置
か
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

内
服
薬
を
飲
む
際
の
鉄
則
は
「
水
ま
た

は
白
湯
で
、
指
示
さ
れ
た
服
用
時
に
」。

お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
、
牛
乳
な
ど
で
飲
む
と
、

薬
に
よ
っ
て
は
効
果
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
体
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
飲
み
忘
れ
た
か
ら
と
い
っ

て
二
回
分
ま
と
め
て
飲
む
な
ど
と
い
う
こ

と
も
事
故
の
原

因
に
な
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま

す
。
用
量
・
用

法
を
守
っ
て
正

し
く
服
用
し
ま

し
ょ
う
。
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よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.25

「
野
菜
の
ト
マ
ト
煮
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

鶏
む
ね
肉
１
２
０
ｇ
、
ナ
ス
１
２
０
ｇ
、
タ
マ
ネ
ギ
１
２
０
ｇ
、
ニ
ン
ジ
ン
４
０

ｇ
、
ト
マ
ト
１
６
０
ｇ
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
８
０
ｇ
、
塩
少
々
、
コ
ン
ソ
メ
の
素
４
ｇ

《
作
り
方
》

①
鍋
に
小
口
切
り
の
鶏
肉
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
っ
た
野
菜
を
入
れ
フ
タ
を

し
て
煮
る
（
ト
マ
ト
か
ら
出
る
水
分
だ
け
で
煮
る
）

②
野
菜
、
肉
に
火
が
通
っ
た
ら
コ
ン
ソ
メ
、

塩
で
味
を
整
え
る

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
が
豊
富
な
う
え
、
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ

に
し
て
流
れ
や
す
く
す
る
成
分
や
、
記
憶
力

を
高
め
る
成
分
な
ど
、
多
種
多
様
な
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
野
菜
の
成
分
を
逃
が

さ
な
い
よ
う
な
調
理
法
で
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（

小
松
保
健
婦
）

年金だより

国民年金の保険料は、月額13,300円です。４月か
ら国民年金事務の取扱が変更になり、県内のほとん
どの金融機関で保険料を納付できるようになりまし
た。この機会にぜひ保険料の口座振替をおすすめし
ます。
口座振替の申し込みは、金融機関、社会保険事務

所、役場国民年金窓口のいずれかにお届けくださ
い。
国民年金の保険料は20歳から60歳までの40年間納

めることになっています。納め忘れがあると、将来、
受け取る年金額が減額されたり、受けられなくなる
ことがあります。保険料は納期限を守って必ず納め
ましょう。

☆納め忘れ防止のためにも、「便利」で「安心」な
口座振替をご利用ください。

保険料は
口座振替で！

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117
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高樹齢材

〃

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

10,125

4,000

高樹齢材は好値で完売。一般材は大半が見送られ低
調。

（
平
成
十
四
年
六
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

六
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
20
31
51

平均体重
305kg
280kg
290kg

平均価格
387,555円
337,998円
357,432円

kg当単価
1,209円
1,151円
1,164円

去　勢
雌

金　額
498,750円
465,150円

父
北国7の8
平茂勝

母の父
菊　谷
北国7の8

母の祖父
福　昌
菊　安

近
年
、
ス
ギ
林
業
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
大
面
積
の
林
を
伐
採
し
て

跡
地
に
一
斉
に
植
栽
す
る
方
法
か

ら
、
育
林
事
業
の
省
力
化
と
水
源

か
ん
養
、
土
砂
流
出
防
止
な
ど
の

保
全
機
能
向
上
の
た
め
、
一
定
の

本
数
を
上
木
と
し
て
伐
採
し
な
い

で
残
し
、
そ
の
下
に
木
を
植
栽
し

て
二
段
林
と
す
る
複
層
林
が
普
及

し
て
き
ま
し
た
。

町
内
で
も
ス
ギ
の
複
層
林
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
植
栽
木
の
成
長
の

悪
い
も
の
も
あ
り
、
林
内
の
光
の

調
整
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

間
伐
し
て
上
木
を
残
し
た
時
点

で
は
、
林
内
は
明
る
く
、
光
の
強

さ
を
表
す
相
対
照
度
（
林
外
を
百

と
し
た
場
合
の
比
率
）
は
三
十
�

以
上
と
な
り
植
栽
木
は
成
長
し
ま

す
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
上
木

の
葉
が
茂
る
と
、
照
度
は
十
�
以

下
と
な
り
、
植
栽
木
の
成
長
は
急

激
に
低
下
し
ま
す
。
再
び
上
木
を

間
伐
し
て
林
内
を
明
る
く
し
て
や

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

上
木
の
成
長
が
良
い
と
間
伐
の

繰
り
返
し
が
多
く
な
る
の
で
、
複

層
林
に
す
る
対
象
林
は
、
六
十
年

以
上
の
あ
る
程
度
成
長
の
低
下
し

た
ス
ギ
林
が
適
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業 
 だより 

ス
ギ
の
複
層
林

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

第7回 子吉川フェア
�と　き…7月6日(土)～7日(日)

6日 14：00 7日 10：00
�ところ…アクアパル、友水公園
�内　容…◇水と環境のフォーラム(6日)◇水辺

健康マラソン、魚のつかみ取り他(7日)
アクアパル　�２２－５６１１

本荘マリーナ海水浴場開設
�と　き…7月14日(日)～8月18日(日)

9：00～16：20
本荘市商工観光課　�２４－６３２３

第17回菖蒲カーニバル＆21世紀イベント
�と　き…8月2日(金) 15：00
�ところ…本荘公園正面広場

本荘市商工観光課　�２２－４９４０

第52回本荘川まつり花火大会
�と　き…8月3日(土) 19：30
�ところ…友水公園（アクアパル前河川敷）

本荘市商工観光課　�２４－６３２３
仁賀保町から

日本海に響け！太鼓の祭典
�と　き…7月27日（土） 18：00
�ところ…しおかぜ公園野外ステージ（雨天時

町民体育館）
�内　容…各小学校太鼓クラブによる演奏他

仁賀保町公民館　�３７－３１２１

象潟町から

鳥海山・中島台ガイドトレッキング
�と　き…7月13日(土)～14日(日)

13日 12：30～14日 16：00
�ところ…道の駅象潟「ねむの丘」集合
�内　容…１日目は中島台獅子ヶ鼻湿原を３時

間かけて周遊し、２日目は鳥海山５合
目から７合目付近までトレッキング◇
大人１万４千円、小学生以下１万円

�申込締切…7月3日(水)
象潟町商工観光課　�４３－７５０４

矢島町から

第16回やしま夏まつり
�と　き…8月3日(土)
�ところ…ふれあい公園
�内　容…◇10：00～フリーマーケット

◇18：30～ライブコンサート（出演・
ブルーム・オブ・ユース／オクサマ）
◇21：00～打ち上げ花火他
矢島町商工会　�５６－２２０６

今井通子遊登山教室
�と　き…7月21日(日) 6：00～17：00
�内　容…◇鳥海山登山（清掃登山、今井通子

遊登山教室）◇鳥海山矢島口◇定員80
人◇６：00日新館集合◇参加料千円
(当日持参)

�申　込…7月12日(金)まで（定員になり次第締
切、定員に満たない場合は当日申込も
受け付けます）

矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

大内町から

芋川まつり
�と　き…7月28日(日) 13：00～21：00
�ところ…徳沢橋上流
�内　容…18：00～演芸会、13：00～野外レス

トラン、20：00～花火大会他
大内町産業課　�６５－２２１６

第15回秋田トライアスロン芭蕉
レース象潟大会＆ジュニア大会
�と　き…7月21日(日) 9：00スタート
�ところ…象潟海水浴場他

象潟町観光協会　�４３－６６０８

第6回きさかた「港」海の幸まつり
�と　き…7月27日(土) 10：30
�ところ…秋田県南部漁協協同組合象潟支所特

設会場
�内　容…天然岩ガキをおいしく食べられます

秋田県南部漁協協同組合象潟支所　
�４３－７５０４

岩城町から

旧　藩　祭
�と　き…7月13日(土)～14日(日)

7日 18：30 8日 9：30
�ところ…天鷺城前広場
�内　容…岩城町無形文化財の亀田大神楽や亀

田手踊りが町内を練り歩き旧亀田藩時
代をしのぶ
岩城町振興課　�７３－２０１４

由利町から

由利高原夏の花まつり
�と　き…7月27日(土)～8月11日(日) 10:00～15:00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村、サイク

リングターミナルやまゆり
�内　容…見ごろはユリが7月27日～8月4日、ひ

まわりが7月27日～8月11日
由利町企画商工課　�５３－２１１５

第18回日本海洋上花火大会
�と　き…7月27日(土) 19：30
�ところ…道川海水浴場

岩城町観光協会　�７３－２０１４

由利高原まつり2002
�と　き…8月3日(土) 10：30～20：50
�ところ…南由利原高原青少年旅行村
�内　容…18:00～松崎しげる野外コンサート、

20:00～高原花火大会他
由利町企画商工課　�５３－２１１５

県から

知事と語ろう「とことんトーク」
�と　き…8月6日(火) 14：30～17：00
�ところ…本荘ボートプラザ「アクアパル」
�内　容…◇テーマ「元気な秋田を創るために」

◇定員20人程度（傍聴も可能）
�申込締切…7月26日(金)まで

由利地方部県民室　
ＴＥＬ２２－５４３１　ＦＡＸ２２－６６８３



日
常
の
運
動
不
足
の
解
消
と
健
康

づ
く
り
を
と
、
六
月
十
六
日
、
台
山

の
町
民
運
動
場
で
第
九
回
東
由
利
町

ス
ポ
ー
ツ
祭
「
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー

ル
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
分
館
対
抗
種
目
四
百
メ

ー
ト
ル
リ
レ
ー
に
代
わ
り
、
新
た
に

自
治
会
対
抗
種
目
ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー

を
予
選
、
決
勝
で
実
施
す
る
な
ど
若

干
の
内
容
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
日
の
朝
は
快
晴
で
絶
好
の

競
技
日
和
に
。
参
加
者
数
も
昨
年
に

比
べ
て
多
い
よ
う
で
し
た
。

競
技
を
通
じ
て
自
治
会
間
の
絆
を

深
め
た
ほ
か
、
日
ご
ろ
希
薄
に
な
り

が
ち
な
町
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
補

う
交
流
の
場
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
祭

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

当
日
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
合
の
部

・
優
勝
　
蔵
・
二
位
　
横
渡

・
三
位
　
高
下
屋
・
四
位
　
小
倉

・
五
位
　
蔵
新
田
・
六
位
　
下
通

・
七
位
　
大
吹
川
・
八
位
　
須
郷
田

・
九
位
　
上
通
・
十
位
　
時
雨
山

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス

・
一
位
　
蔵
新
田
・
二
位
　
大
吹
川

・
三
位
　
小
倉

●
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

・
一
位
　
下
通
・
二
位
　
上
通

・
三
位
　
横
渡

●
軽
く
二
連
発

・
一
位
　
蔵
・
二
位
　
須
郷
田

・
三
位
　
高
下
屋

●
ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー

・
一
位
　
蔵
・
二
位
　
横
渡

・
三
位
　
高
下
屋
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■
い
よ
い
よ
Ｉ
Ｔ
講
習
も
最
終

平
成
十
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
き

た
Ｉ
Ｔ
講
習
会
も
七
月
開
催
分
で
全

日
程
が
終
了
し
ま
す
。

今
回
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
表
計
算

（
エ
ク
セ
ル
）
を
中
心
に
し
た
講
習

会
（
四
日
×
三
時
間
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
日
時
　
七
月
十
七
日
�
、
十
八
日

�
、
二
十
三
日
�
、
二
十
四
日
�

全
て
午
後
六
時
〜

●
場
所
　
公
民
館
学
習
室

●
講
習
料
　
無
料

●
申
込
　
公
民
館
Ｉ
Ｔ
担
当

（
電
話
　
六
九
―
二
三
一
一
）

■
陶
芸
教
室
を
行
い
ま
す

世
界
に
ひ
と
つ
、
自
分
だ
け
の
作

品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
日
程
（
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
ご

と
に
ど
ち
ら
か
一
日
）

一
、
形
づ
く
り

七
月
十
二
日
�
午
後
六
時
〜

七
月
十
四
日
�
午
前
十
時
〜

二
、
成
形

七
月
十
九
日
�
午
後
六
時
〜

七
月
二
十
一
日
�
午
前
十
時
〜

三
、
上
薬
が
け

八
月
二
日
�
午
後
六
時
〜

八
月
四
日
�
午
前
十
時
〜

四
、
完
成
披
露

八
月
九
日
�
午
後
六
時
〜

●
場
所
　
バ
ス
停
「
黄
桜
の
里
湯
楽

里
」
と
な
り
　
陶
芸
作
業
所

●
講
習
料
　
千
円
（
全
工
程
）

●
申
込
　
公
民
館
陶
芸
担
当

（
電
話
　
六
九
―
二
三
一
一
）

美
（
五
）
▼
阿
部
咲
子
（
五
）
▼
阿
部

奈
津
子
（
五
）
▼
伊
東
聖
美
（
五
）

▼
遠
藤
恵
美
（
五
）
▼
小
野
美
咲

（
五
）
▼
畠
山
麻
美
（
五
）
▼
畠
山
風

花
（
五
）
▼
森
川
美
由
紀
（
五
）
▼
遠

藤
ま
ど
か
（
五
）
▼
小
松
杏
奈
（
六
） ▲6月22日の理科教室ではスライム

作りに挑戦した
▲あいにくの曇り空でしたが、みんなでたのし
んだ１日でした

第9回自
治
会
の
絆
深
め
る

月
に
一
度
の
土
曜
日
、
小
学
生
を

対
象
に
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
わ

く
わ
く
サ
ー
ク
ル
。
毎
回
楽
し
い
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
バ
ス
遠
足
、ス
ポ
ー
ツ
、自
然
観

察
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
い
児
童
は
各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
、

ま
た
は
公
民
館
担
当
ま
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
な
お
今
年
度
の
会
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
学
年
）

・
八
塩
小

▼
遠
藤
せ
り
か
（
一
）
▼
鎌
田
敏
輝

（
一
）
▼
高
橋
大
晟
（
一
）
▼
遠
藤

瑠
美
香
（
二
）
▼
工
藤
優
貴
（
二
）

▼
高
橋
翼
（
二
）
▼
遠
藤
朱
莉
（
三
）

▼
高
橋
葵
（
三
）
▼
高
橋
真
那
（
三
）

▼
渡
辺
知
恵
里
（
三
）

・
高
瀬
小

▼
板
垣
秀
味
（
一
）
▼
板
垣
毎
奈

（
二
）
▼
小
松
成
海
（
二
）
▼
小
松
良

尚
（
二
）
▼
遠
藤
智
美
（
三
）
▼
小
野

咲
奈
（
三
）
▼
小
松
正
也
（
三
）
▼
森

川
貴
代
美
（
三
）
▼
阿
部
佑
里
絵

（
四
）
▼
遠
藤
温
美
（
四
）
▼
小
松
優

里
香
（
四
）
▼
佐
々
木
夏
美
（
四
）

▼
畠
山
卓
也
（
四
）
▼
畠
山
千
都

（
四
）
▼
畠
山
千
尋
（
四
）
▼
浅
田
明

●
分
館
か
ら

法
内
分
館
運
動
会

東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭

「
ト
ラ
ッ
ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
」

わ
く
わ
く

サ
ー
ク
ル

会
員
募
集
中
！
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六
月
十
九
日
、
公
民
館
学
習
室
で

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
行

わ
れ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
予
定
者
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
町
が
今

年
か
ら
実
施
す
る
子
育
て
支
援
事
業

の
中
心
的
存
在
で
、
主
な
役
割
は
子

育
て
を
行
う
人
に
対
す
る
精
神
面
か

ら
の
支
え
で
す
。

事
業
が
実
際
に
始
ま
る
の
は
十
月

以
降
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
の
基
礎
と
実
践
力
を
学
ん

で
い
き
ま
す
。

す
べ
て
の
教
育
は
家
庭
教
育
か

ら
。
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

テ
ニ
ス
で
心
地
よ
い
汗

〜
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

六
月
二
十
日
か
ら
七
月
十
八
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
公
民
館
と
東
由

利
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
主
催
の
ナ
イ
タ
ー

テ
ニ
ス
教
室
（
全
五
回
）
が
町
民
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
て
お
り
、
毎

回
テ
ニ
ス
愛
好
者
が
参
加
し
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
日
本
テ
ニ
ス
協
会
公
認

指
導
員
が
指
導
を
担
当
、
丁
寧
に
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。ベ
テ
ラ
ン
、初

心
者
問
わ
ず
幅
広
い
世
代
が
参
加
し

て
い
る
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲

気
の
教
室
で
す
の
で
、
参
加
希
望
者

は
公
民
館
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▲6月20日のテニス教室から

教
育
は
家
庭
か
ら

〜
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▲講座を受けるサポーター予定者

毎
日
同
じ
よ
う
に
見
え
る
風
景
も
日
々
刻
々

と
変
化
を
続
け
て
い
る
。
昨
日
と
同
じ
風
景
な

ど
た
だ
の
一
日
も
な
い
し
、
今
見
て
い
る
風
景

も
二
度
と
か
え
り
は
し
な
い
。

も
ち
ろ
ん
四
季
を
通
じ
、
風
景
が
実
際
に
変

化
し
て
い
る
こ
と
も
原
因
の
一
つ
だ
が
、
そ
れ

以
上
に
自
分
自
身
の
心
の
変
化
が
大
き
く
か
か

わ
っ
て
く
る
。

例
え
ば
、
病
気
や
旅
行
な
ど
で
日
常
か
ら
一

時
的
に
離
れ
て
再
び
日
常
生
活
に
戻
っ
た
時
の

こ
と
、
あ
る
い
は
見
慣
れ
た
通
勤
路
を
い
つ
も

と
違
う
時
間
に
辿
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
み
よ
う
。
見
慣
れ
た
は
ず
の
風
景
が
全
く
別

に
感
じ
ら
れ
は
し
な
か
っ
た
か
。

だ
か
ら
、
刺
激
を
求
め
て
冒
険
の
旅
に
出
か

け
る
必
要
は
な
く
、
た
だ
日
常
を
過
ご
す
だ
け

で
い
い
。
な
ぜ
な
ら
日
常
の
中
に
こ
そ
、
不
思

議
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
人
間
と
し
て
生
き

る
と
い
う
こ
と
、
日
々
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と

自
体
が
新
し
い
刺
激
の
連
続
に
他
な
ら
な
い
。

人
は
大
き
な
事
件
な
ど
な
く
て
も
生
き
て
い

け
る
。
日
々
の
小
さ
な
出
来
事
に
気
を
配
り
、

心
へ
蓄
え
て
い
く
だ
け
で
い
い
。
心
を
日
常
に

没
し
な
い
で
生
き
る
こ
と
。
常
に
日
常
を
新
た

な
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と
。
と
す
る
と
日
常
で

退
屈
し
て
い
る
暇
な
ど
な
い
。
日
々
を
過
ご
す

こ
と
は
、
終
わ
り
の
な
い
旅
へ
出
か
け
る
よ
う

な
も
の
な
の
だ
か
ら
。
そ
の
先
は
…
…
多
分
一

人
一
人
の
問
題
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
少
な
く
て

も
そ
の
積
み
重
ね
が
多
い
ほ
ど
人
間
と
し
て
の

深
み
が
増
す
は
ず
な
の
だ
。

こ
の
物
語
の
登
場
人
物
た
ち
は
そ
ん
な
日
常

を
生
き
て
い
る
。
人
と
人
が
出
会
い
、
ほ
ん
の

些
細
な
こ
と
に
傷
つ
き
、
あ
る
い
は
喜
び
を
見

い
出
し
な
が
ら
。
未
知
な
る
「
こ
こ
で
は
な
い

ど
こ
か
」
を
め
ざ
し
な
が
ら
。

若
い
女
性
を
対
象
に
し
た
一
話
完
結
の
物
語

だ
が
「
い
つ
ま
で
も
子
供
の
心
を
失
わ
な
い
」

大
人
で
は
な
く
て
「
早
く
大
人
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
子
供
」
の
心
を
持
っ
た
大
人
た
ち
、

あ
る
い
は
早
熟
な
子
供
た
ち
に
こ
そ
、
読
ん
で

ほ
し
い
、そ
ん
な
優
れ
た
作
品
だ
と
思
う
。（
さ
）

「
知
世
の
パ
パ
は
小
説
を
書
い
て
い
ま
す
。

マ
マ
は
夜
空
の
星
に
な
り
ま
し
た
。
知
世
と

パ
パ
は
二
人
暮
し
で
す
が
、
い
つ
も
明
る
く

生
き
て
い
ま
す
。
自
由
で
創
造
的
な
父
子
家

庭
を
め
ざ
し
て
、
ド
ジ
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
。

小
学
生
の
知
世
ち
ゃ
ん
が
大
人
を
相
手
に

奮
闘
す
る
大
好
評
シ
リ
ー
ズ
」

▼
ス
プ
ー
ン
／
林
あ
ま
り

▼
お
め
で
と
う
／
川
上
弘
美

▼
パ
レ
ー
ド
／
川
上
弘
美

▼
自
由
戀
愛
／
岩
井
志
麻
子

▼
が
ふ
い
し
ん
ぢ
ゃ
う
／
岩
井
志
麻
子

▼
蒼
龍
／
山
本
一
力

▼
生
き
る
／
乙
川
優
三
郎

▼
花
探
し
／
林
真
理
子

▼
愛
才
／
大
石
静

▼
神
の
子
供
た
ち
は
み
な
踊
る
／
村

上
春
樹

▼
冥
途
／

▼
若
者
の
法
則
／
香
山
リ
カ

▼
ゆ
と
り
と
教
育
崩
壊
／
小
松
夏
樹

▼
無
邪
気
と
悪
魔
は
紙
一
重
／
青
柳

い
づ
み
こ

▼
オ
ン
ナ
の
妄
想
人
生
／
益
田
ミ
リ

▼
初
夜
／
林
真
理
子

▼
泳
ぐ
の
に
安
全
で
も
適
切
で
も
あ

り
ま
せ
ん
／
江
國
香
織

▼
リ
ン
ダ
リ
ン
ダ
ラ
バ
ー
ソ
ー
ル
／

大
槻
ケ
ン
ヂ

▼
花
の
よ
う
な
女
／
大
田
垣
晴
子

▼
木
更
津
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
／
安
藤
官

九
郎

▼
す
べ
て
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
／
岩
永
嘉
弘

▼
志
村
流
／
志
村
け
ん

▼
不
幸
に
な
り
た
が
る
人
た
ち
／
春

日
武
彦

▼
死
ぬ
ほ
ど
好
き
／
林
真
理
子

▼
セ
イ
ジ
／
辻
内
智
貴

▼
あ
か
ん
べ
え
／
宮
部
み
ゆ
き

6月 6月 

今
月
も
公
民
館
図
書
室
に
新
刊
本

が
入
荷
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
さ
く
ら
え
び
／
さ
く
ら
も
も
こ

▼
ネ
シ
ャ
ン
・
サ
ー
ガ
Ⅰ
〜
Ⅲ
／
ラ

ル
フ
・
イ
ー
ザ
ウ

▼
理
想
の
国
語
教
科
書
／
齋
藤
孝

▼
ま
ろ
・
ん
？
／
小
泉
吉
宏

▼
と
ん
ま
つ
り
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／
み
う

ら
じ
ゅ
ん

▼
坂
本
九
　
上
を
向
い
て
歩
こ
う
／

坂
本
九

▼
彌
太
郎
さ
ん
の
話
／
山
田
太
一

▼
か
え
る
よ
！
ア
ゲ
ハ
／
ア
ト
リ
エ

モ
レ
リ

▼
キ
ツ
ネ
の
ハ
ナ
ジ
ロ
／
那
須
正
幹

▼
あ
の
世
レ
ス
ト
ラ
ン
／
岩
倉
千
春

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
／

齋
藤
秀
明

※
図
書
室
の
本
は
皆
の
財
産
。
三
週
間

の
貸
出
し
期
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

コミック
「papa told me 1～26／榛野なな恵」
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

天
を
さ
す
老
杉
に
咲
く
蔓
手
毬
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

夏
帽
の
上
り
下
り
の
羽
黒
山
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

古
を
伝
う
鐘
楼
杉
落
葉
　
　
　
　
　
　
　

横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

つ
る
手
毬
し
ゃ
が
ん
で
か
く
る
異
国
の
子
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

梅
雨
晴
の
杉
の
香
高
き
羽
黒
山
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

梅
天
に
あ
ぶ
ら
ひ
か
り
の
杉
の
胴
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

紅
花
茶
す
す
め
る
ひ
と
の
紅
だ
す
き
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

遠
郭
公
遍
路
の
鬚
の
伸
び
て
お
り
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

走
り
根
の
苔
に
月
日
を
刻
み
け
り
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

羽
黒
山
山
風
さ
わ
ぐ
山
頂
に
　
　
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

柏
手
に
こ
も
る
薄
暑
の
願
ひ
ご
と
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

つ
る
手
毬
杉
に
す
が
り
て
神
話
め
く
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

き
の
こ
売
る
門
前
店
の
青
す
だ
れ
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

葺
替
へ
の
人
夫
小
さ
し
大
庇
　
　
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門
　
　

碑
の
消
え
し
文
字
読
む
青
葉
風
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

参
道
に
走
根
ゆ
か
し
梅
雨
大
樹
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

山
蟻
の
這
う
宿
坊
の
畳
か
な
　
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

つ
る
で
ま
り
神
杉
の
巨
体
横
ど
り
に
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

芥
子
咲
い
て
憂
い
し
こ
と
も
去
り
に
け
り
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

鳥
コ
の
み
爺
さ
ま

む
か
し
む
か
し
、
鳥
コ
の
好
き
な
心

優
し
い
爺
さ
ま
が
い
ま
し
た
。
爺
さ
ま

は
毎
日
の
よ
う
に
山
に
出
か
け
、
鳥
コ

を
見
た
り
、鳥
コ
の
鳴
き
声
を
聴き

い
た
り

す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
な
の
で
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
山
に
出
か
け
た
爺

さ
ま
が
木
の
切
り
株
に
腰
を
下
ろ
し
て

い
る
と
、
ど
こ
か
ら
か
鳥
コ
が
一
羽
飛

ん
で
き
て
、
爺
さ
ま
の
肩
に
と
ま
っ
た

と
思
っ
た
ら
、
可
愛
い
声
で
鳴
き
だ
し

ま
し
た
。

綾
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
錦
さ
ら
さ
ら

五ご

葉
の
松
ぴ
ん
ぱ
ら
や
の
ピ
ピ
ー
ン

な
ん
と
も
気
持
ち
の
い
い
鳴
き
声
だ

と
聴
き
ほ
れ
た
爺
さ
ま
は
、
ふ
ざ
け
て

「
な
し
て
（
ど
う
し
て
）
そ
ん
な
に
え

え
声
出
る
な
だ
（
出
る
の
だ
）。
こ
ん

だ
（
今
度
）
わ
し
の
舌
先
に
と
ま
っ
て

鳴
い
て
み
な
い
か
」
と
い
う
と
、
鳥
コ

は
ふ
わ
り
と
飛
ん
で
き
て
爺
さ
ま
の
舌

の
先
に
と
ま
り
、
鳴
き
始
め
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
あ
ん
ま
り
鳥
コ
が
い
い
声

で
鳴
く
の
で
う
っ
と
り
し
、
思
わ
ず
ゴ

ク
ン
と
鳥
コ
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。「
わ
ぁ
っ
。
こ
れ
は
大
変
だ
。

ど
う
し
よ
う
」
夢
中
で
鳥
コ
を
吐は

き
出

そ
う
と
あ
わ
て
て
い
る
爺
さ
ま
で
す
。

す
る
と
、
腹
の
中
か
ら
「
爺
さ
ま
、

心
配
い
ら
な
い
よ
。
山
を
下
り
て
す
ぐ

街
道
に
出
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
殿
さ

ま
の
行
列
が
通
り
ま
す
か
ら
、
木
に
登

っ
て『
日
本
一
の
歌
う
た
い
で
ご
ざ
い
』

と
言
っ
て
腹
を
ポ
ン
ポ
ン
と
二
つ
叩
い

て
く
だ
さ
い
」
と
鳥
コ
の
声
が
す
る
の

で
し
た
。

爺
さ
ま
は
鳥
コ
に
言
わ
れ
た
と
お
り

街
道
に
出
て
木
に
登
り
、
お
殿
さ
ま
の

行
列
を
待
っ
て
い
る
と
、
本
当
に
行
列

が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

爺
さ
ま
は
早
速
、「
日
本
一
の
歌
う

た
い
で
ご
ざ
い
」
と
叫
び
、
腹
を
ポ
ン

ポ
ン
と
叩
く
と
、
腹
の
中
の
鳥
コ
は
可

愛
ら
し
い
声
で
鳴
き
始
め
ま
し
た
。

綾
ち
ゅ
う
ち
ゅ
う
錦
さ
ら
さ
ら

五
葉
の
松
ぴ
ん
ぱ
ら
や
の
ピ
ピ
ー
ン

こ
れ
を
聴
い
た
お
殿
様
は
う
っ
と
り

と
目
を
閉と

じ
、

「
あ
ぁ
、
い
い
声

だ
。
ま
る
で
日
な

た
で
の
ん
び
り
し

て
い
る
気
持
ち

だ
」
と
言
っ
て
爺

さ
ま
に
た
く
さ
ん

の
ご
褒
美び

を
く
れ

た
の
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の
話

を
聞
い
た
隣
の
欲

ば
り
爺
さ
ま
。
自

分
も
ご
褒
美
を
も

ら
お
う
と
思
い
、

次
の
日
、
庭
に
来

た
鳥
コ
を
つ
か
ま

え
る
と
、
む
り
や
り
口
か
ら
ゴ
ク
リ
と

飲
み
込
み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
街
道
に
出
て
、
お
殿
様
の

行
列
が
来
る
と
、
木
の
上
か
ら
「
今
だ

っ
」
と
腹
を
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
ポ
ン
と
や

た
ら
に
叩
き
ま
し
た
。

す
る
と
、
無
理
や
り
押
し
込
め
ら
れ

た
鳥
コ
は
、
な
ん
と
も
汚
い
声
で
「
ギ

ャ
ア
ー
、
ギ
ャ
ア
ー
」
と
鳴
き
出
し
ま

し
た
。

お
殿
さ
ま
は
耳
を
ふ
さ
ぎ
な
が
ら

「
こ
の
大
に
せ
者
め
っ
」
と
大
き
な
声

で
怒
り
ま
し
た
。

欲
ば
り
爺
さ
ま
は
お
殿
さ
ま
の
大
声

に
び
っ
く
り
し
、
ド
シ
ー
ン
と
木
か
ら

転
げ
落
ち
、
大
け
が
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
一
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佐藤　萌音ちゃん佐藤　萌音ちゃん 
　　（松柴・１歳）　　（松柴・１歳） 
お父さん：義　宏さんお父さん：義　宏さん 
お母さん：純　子さんお母さん：純　子さん 
お話し：純子さんお話し：純子さん 

も　ねも　ね 

佐藤　萌音ちゃん 
　　（松柴・１歳） 
お父さん：義　宏さん 
お母さん：純　子さん 
お話し：純子さん 

も　ね 

佐　藤　勇　樹さん（黒渕・19歳）

―職業は
本荘市で会社員をしています。

―趣味は
最近は卓球にはまっています。

―性格は
長所は明るく元気なところ、短所はわがままなと
ころです。
―理想のタイプは
優しくて料理が上手な人。

―家族に一言
毎日弁当作ってくれてありがとう。あと、もうす
ぐ20歳なのでもう子ども扱いしないでほしいです。

名前の由来は？
「『萌』は芽吹くという意味。すくすくと成長してほしいと
願い『萌音』とつけました」
最近のエピソードは？
「最近、急に歩き始めました。本人も嬉しいようで、ニコ
ニコしながら歩いています。でもあちこちに頭をぶつけて、
コブができてしまいました」
家族では誰が好き？
「お姉ちゃんが保育園から帰ってくると、とっても嬉しそ
うに大声を出して喜んでいます」
お父さんとお母さんから萌音ちゃんへひとこと
「いつまでもお姉ちゃんと仲良く遊んでいてネ。大きな病
気などせずに育ってほしいなぁ」

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～3歳児健診から～

佐々木雪
ゆき

乃
の

ちゃん
新町（明さん）

荘野　凌
りょう

汰
た

くん
下小路（康成さん）

高橋由
ゆ

香
か

里
り

ちゃん
新町（和美さん）

小松　千
ち

尋
ひろ

ちゃん
石高（嘉明さん）

畠山　幸
こう

子
こ

ちゃん
上通（繁光さん）

小松　音
なり

仁
と

くん
畑村（淳子さん）

畠山　　礼
らい

くん
寺田（俊明さん）

菊地　那
な

奈
な

ちゃん
大吹川（晃さん）

第７回本荘市由利郡スポーツ少年団種目別
交流会軟式野球競技が７月７日に本町の勤労
者野球場で行われます。本町からは開催地代
表チームとして高瀬野球スポーツ少年団が出
場しますので、皆さんの応援よろしくお願い
します。
◆日　時　７月７日(日)

雨天順延　７月14日(日)
開会式　午前８時30分　
試合開始 午前９時

◆会　場　東由利町勤労者野球場
◆出場団　子吉野球スポーツ少年団

（本荘市学童野球大会準優勝）
矢島野球スポーツ少年団
（由利郡学童野球大会準優勝）
平沢野球スポーツ少年団
（ 〃　　第３位）
高瀬野球スポーツ少年団
（開催地代表）

問い合わせ　東由利町スポーツ少年団事務局
�６９－２３１１

スポ少野球郡大会に
高瀬チーム出場

～応援よろしくお願いします～



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

5月末人口 前月比 

2,381 

2,549 

4,930 

1,377

－  8 

－  3 

－11 

 －  2

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

5月異動人数 1月からの累計 

2 

5 

5 

13

7 

25 

34 

82

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

1 

12 

1 

0 

1 

0 

0

2 

56 

4 

0 

4 

0 

1

５　月 
発生数 

1月から 
の累計  

14.7.1 広報ひがしゆり　20

北
ア
メ
リ
カ
原
産
の
一
年
草
で
、
畑
地
、
原
野
な
ど
で
急
速
に

繁
殖
し
、
日
本
全
土
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
根
は
ヒ

ゲ
根
で
浅
く
、
茎
に
は
細
毛
が
あ
り
ま
す
。
葉
は
楕
円
形
で
対
生

し
、
鋸
歯
が
あ
り
ま
す
。

７
〜
８
月
こ
ろ
葉
腋
か
ら

花
枝
を
の
ば
し
、
淡
紅
紫

色
の
小
唇
形
花
を
つ
け
ま

す
。
花
の
可
憐
さ
で
採
集

し
て
植
え
た
り
す
る
と
、

始
末
に
困
る
く
ら
い
繁
殖

し
ま
す
。
従
来
の
ア
ゼ
ナ

は
雄
シ
ベ
が
４
本
で
完
全

な
葯や

く

（
雄
シ
ベ
の
先
端
に

つ
く
袋
）
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
下
唇
の
側
に
つ
く

２
本
の
葯
の
な
い
不
完
全

な
仮
雄
シ
ベ
で
区
別
し
ま

す
。

2� 予防接種（個別・麻疹）
4� 議会臨時会
7� 本荘市由利郡スポーツ少年団

種目別交流会軟式野球競技
9� 予防接種（個別・三混）
11� 機能訓練教室
18� ことぶき大学
19� 乳児健診
20� 海の日
21� 町消防訓練大会
22� 小中学校終業式
23� 議会臨時会
25� 少年自然教室（～26日）

機能訓練教室
30� フレッシュ教室（町民プール）
3～5、8～10、12～18

結核、肺ガン、基本健診、
前立腺ガン、肝炎ウイルス
検診

17～19、22～26
胃検診

17～18、23～24
ＩＴ講習（最終）

8/1� 予防接種（個別・三混）
8/2� １歳６カ月児健診
8/4� 全町一斉道路清掃
8/8� 乳児健診

東
由
利 

ア
メ
リ
カ
ア
ゼ
ナ

（
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.209

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
野
四
郎
さ
ん
（
西
ノ
宮
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

荘
野
慶
治
さ
ん
（
五
海
保
）、
小
松
庄
治

さ
ん
（
黒
沢
）、
鈴
木
孝
弥
さ
ん
（
沼
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

今月は日本中がサッカーワールドカップで盛り
上がりましたが、東由利町の皆さんもサッカーに
負けじとばかりに頑張っていましたね。８日は学
童野球大会で真っ黒に日焼けしながらプレーする
子どもたち、16日には町スポーツ祭でグラウンド
を駆け回る老若男女。そして何といっても敬老会
に出席したおじいさん、おばあさん。とっても元
気で中には踊り出す人も。「よーし、私も負けら
れないぞ」と、思いきってテニス教室に参加して
みたものの、日ごろの運動不足がたたり筋肉痛に
なってしまったのでした。トホホ。（武）

台山農村公園の花壇です（６月10日撮影）。手

前には白とピンクの 芍
しゃく

薬
やく

が見事に咲き誇り、奥

にはサルビアやマリーゴールドがかわいらしく咲

いていました。青く広がった空とキラキラした水

辺に映える花々がとてもきれいですね。

（広報担当）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
５
月
21
日
〜
６
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

５／18
木
　
島
　
悠ゆ

う

奈な

ち
ゃ
ん〈
卓
　
也
〉
横
　
渡

真
　
子

６／８
小
　
野
　
萌も

え

夏か

ち
ゃ
ん〈
幸
　
弘
〉
横
　
渡

祥
　
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

６
／２
大
日
向
　
良
　
幸
さ
ん

）
宮
ノ
前

三
　
浦
　
け
い
子
さ
ん

本
荘
市

６
／８
遠
　
藤
　
友
　
和
さ
ん

）
小
　
倉

沢
　
美
奈
子
さ
ん

葎
　
沢

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

５
／25
鈴
木
　
孝
始
さ
ん
（
69
）
ト
ク
ヱ
･
夫
・
　
沼

５
／25
鎌
田
　
六
郎
さ
ん
（
77
）
ツ
　
ヤ
･
夫
・
黒
　
渕

５
／29
佐
藤
　
恭
子
さ
ん
（
77
）
祐
一
郎
･
母
・
中
　
通

５
／30
小
野
　
新
一
さ
ん
（
71
）
タ
マ
子
･
夫
・
新
　
町

６
／２
小
松
カ
ネ
ミ
さ
ん
（
92
）
庄
　
治
･
祖
母
・
蔵（
東
光
苑
）

６
／３
小
野
　
フ
ミ
さ
ん
（
90
）
利
　
一
･
母
・
須
郷
田

６
／16
福
田
チ
ヨ
子
さ
ん
（
66
）
清
　
一
･
母
・
下
　
通


